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乙の計算を 160Mev 016 を Rh 核にあてた際放出される F18 の角分布の実験値と比較し， もし二つの核
が丁度ふれあうような衝突径数の範囲だけが移行反応に効くとする時，よい一致の得られることが分ったゥ
? ??





えば 016 イオンを Rh 核にあてて Cll ， N13 , 0 15, F18 等の軽い核が生成する場合には，前方に必ず放出さ
れるということであり， もう一つは一個の核子が放出されるような場合には，角分布が 90 0 対称になると
いうことである勺前者は多核子移行反応で，クーロン力による散乱だけでなく，核力により直接移行反応
が起ると考えたうそして重イオン反応であるため，半古典的取扱いができるとし，反応イオンの散乱軌道
は，弾性散乱のものと変らず，標的核にふれた折りに，核子の移行が起るという考えを公式化したっ
この漂弾性散乱の軌道は，クーロン力だけでなく，核引力が大切で，二つの力の効果が相殺して前方に
散乱される乙とを指摘した。これは今までに説明されていなかったことであり，かつまた，その公式化は，
全く独創的なもので，反応機構を明確化したという意味において重要な価値をもっているゥこれが，主論
文の内容である。参考論文は，重イオン反応において見られる後者の事象を説明したものである。これは，
複合核反応によって起るものであり，このような反応機構の前者との相異は生成核の違いによることが指
摘されたっそしてとの場合には，複合核の角運動量の大きさが放出粒子のエネルギースペクトノレの形に重
要な影響をもつことが示された。
これらの論文は，重イオン反応の機構を明らかにし，理論的解釈を与えたものとして画期的な仕事であ
り ， I専~-t論文として卜分その価値を有するものと認めるつ
門ノム
